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​広告​​CIAは、癌の潜在的な治療法に関する秘​
​密文書が60年ぶりに機密解除されたこと​
​で、激しい反発に直面している。​
​新たに公開されたCIAの文書によると、米国の情報機関は60年以上前に、​​がん治療​
​の可能性を示唆する研究を検討していたことが示唆されている。​

​1951年2月に作成され、2014年に機密解除されたこの文書は、寄生虫と癌性腫瘍の​
​驚くべき類似点を検証したソ連の科学論文を要約したものである。​

​報告書によると、​​研究者たちは、これら2つの生物がほぼ同じ代謝条件下で繁栄し、​
​貯蔵エネルギーの一種であるグリコーゲンを大量に蓄積していたと考えている。​

​現在、動画プレーヤーで広告が再生されています。​
​この研究では、特定の化学物質が寄生虫感染症と悪性腫瘍の両方を標的にできるこ​
​とを示す実験結果も明らかにされた。​

​ミラシルDという薬剤は、住血吸虫症の寄生虫だけでなく、癌性腫瘍にも効果があ​
​ると報告されており、寄生虫治療薬が腫瘍にも有効である可能性を示唆している。​

​他の化合物は、がん細胞の制御不能な増殖に不可欠な過程である核酸の生成を阻害​
​することが判明した。​
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​マウスを使った実験では、腫瘍組織が正常組織とは異なる反応を特定の化学物質に​
​対して示すことが明らかになり、寄生虫と癌の間には生化学的な重複があるという​
​認識をさらに裏付ける結果となった。​

​この文書は​​10年以上前に機密解除さ​​れていたにもかかわらず、最近になってイン​
​ターネット上で再び公開され、一部のアメリカ人の間で怒りを引き起こしている。​
​彼らは、冷戦時代の研究でがん治療の可能性を示唆する内容が、なぜ何十年も諜報​
​機関のアーカイブに眠っていたのかという、憂慮すべき疑問を投げかけていると主​
​張している。​
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​1951年2月に作成され、2014年に機密解除されたこの文書は、寄生虫と癌性腫瘍の驚くべき類​​現​
​在2,600人が視聴中​

​4K視聴可能​

​「アメリカ側は知っていた。彼らはそれを読んで、機密扱いにして、60年間金庫に​
​保管した」と、ある人物がXで共有し、その投稿にはCIAの文書も含まれていた。​

​別のXユーザーは「CIAは1951年から癌が寄生虫によるものだと知っていた」と述べ​
​た。​
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​しかし、その文書自体には、癌が寄生虫によって引き起こされるとは書かれておら​
​ず、ソ連の研究で腫瘍と寄生虫の間に生化学的な類似点が指摘され、実験でいくつ​
​かの化合物が両方に影響を与えることが観察されたとだけ書かれている。​

​デイリー・メールはCIAにコメントを求めた。​

​CIAの文書は1950年にソ連の科学雑誌『プリロダ』に掲載された論文。著者は、宿​
​主の体内に生息する生物である内部寄生虫の生化学的挙動を研究していたVVアルパ​
​トフ教授である。​

​アメリカの情報分析官たちは、冷戦初期において、この論文が生物医学研究や国防​
​研究に潜在的に関連性があると考えられたため、翻訳して配布した。​

​報告書にまとめられたソ連の研究によると、寄生虫と癌細胞の最も顕著な類似点の1​
​つは、その代謝であった。​

​人間の腸に生息する寄生虫は、嫌気性代謝に大きく依存しており、つまり、酸素を​
​使わずにエネルギーを生成する。大量の酸素を必要とする。​

https://www.dailymail.co.uk/sciencetech/article-15629211/cia-cancer-cure-document-declassified.html#comments


​+3​
​ギャラリーを見る​

​この研究では、特定の化学物質が寄生虫感染症と悪性腫瘍の両方を標的にできることを示す実​
​験結果も明らかにされた。ミラシルDという薬剤は、住血吸虫症の寄生虫だけでなく、癌性腫瘍​
​にも効果があると報告されている。​
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​腫瘍細胞も同様の挙動を示すようで、体内の酸素不足の環境下でも生存できるよ​
​う、代謝経路を変化させていることが多い。​

​寄生虫と腫瘍の両方において、細胞がエネルギー貯蔵として利用する分子であるグ​
​リコーゲンが大量に蓄積されることも観察された。​

​この蓄積は、両方のタイプの組織が、健康な細胞と比較して、通常とは異なる代謝​
​条件下で機能している可能性を示唆している。​

​研究者たちはこれらの組織を「エアロファーメンター」代謝型に分類した。これは​
​ドイツの科学者Th. Brandが用いた用語で、酸素が少ないときでもエネルギーを生成​
​でき、酸素のない環境でも生存できる​

​この二重の代謝能力は、血液供給が限られている密集した組織内で腫瘍が生存する​
​のに役立つ可能性がある。​

​ソ連の科学者たちは、寄生虫と腫瘍に同様の影響を与えると思われる実験薬につい​
​ても指摘した。​

​CIAの文書で挙げられた例の一つは、ドイツの化学者H・マウスが1938年に合成し​
​た化合物、ミラシルDである。​

​この薬は、すでに住血吸虫症（血液吸虫によって引き起こされる寄生虫疾患）に対​
​して有効性を示していた。ソ連の研究によると、悪性腫瘍に対しても効果があるこ​
​とが示された。​

​報告書で取り上げられたもう一つの化合物は、グアニンに似た分子であるグアノゾ​
​ロであった。それは、DNAとRNAの化学的構成要素である核酸の生成を阻害する。​
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​実験室での試験では、この物質は特定の微生物だけでなく、マウスに移植した癌腫​
​瘍においても核酸合成を抑制することが確認された。​

​がん細胞は制御不能な分裂のために急速なDNA複製を必要とするため、このプロセ​
​スを阻害することで腫瘍の増殖を遅らせることができる。​

​この研究では、腫瘍や寄生虫がアテブリンと呼ばれる化学物質にどのように反応す​
​るかについても調べた。アテブリンには、鏡像異性体と呼ばれる2つの形態が存在す​
​る。​

​研究対象となったほとんどの動物では、この化合物の左回転型の方が毒性が強いこ​
​とが判明した。しかし、マウスの腫瘍組織や、左巻きの特定の軟体動物では、貝殻​
​やカエルの体内に寄生する虫は、右回転型に対してより敏感であった。​

​この異常な反応は、腫瘍細胞や寄生虫が化学的に逆転した受容体を持っている可能​
​性を示唆しており、つまり、それらの分子構造が正常組織とは異なる形で薬剤と相​
​互作用することを意味する。​

​これらの発見に基づき、ソ連の研究者たちは、腫瘍と寄生虫が共有する可能性のあ​
​るいくつかの生物学的特徴を提唱した。​

​これらには、特異な抗原の存在、核酸生成に関わる異常なプリン代謝、および細胞​
​原形質内の酵素系の変化などが含まれる。​

​科学者たちは、悪性腫瘍は細胞の内部環境における化学的変化、特に酵素やそれら​
​を運ぶタンパク質。​

​CIAの文書は、当時、ソ連が行っていた腫瘍タンパク質と癌細胞の化学に関する継​
​続的な研究が特に重要視されていたと指摘して締めくくっている。​

​冷戦初期、アメリカの情報機関はソ連の医学と生物学における進歩を綿密に監視し​
​ていた。それは、これらの画期的な成果が公衆衛生と潜在的な生物兵器研究の両方​
​に影響を与える可能性があると懸念していたためである。​

​現代の癌科学では、腫瘍を文字通りの意味で寄生虫として扱うことはないものの、​
​代謝異常や免疫回避など、腫瘍生物学の多くの側面は、今日でも活発な研究分野で​
​あり続けている。​



​機密解除された報告書は、科学の貴重な一端を垣間見せてくれる。20世紀半ば、研​
​究者たちが癌の根本的な性質を解明しようと奮闘し、いつの日か効果的な治療法に​
​つながる手がかりを探し求めていた頃、鉄のカーテンの向こう側で探求されていた​
​アイデア。​


